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講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し 、 どのよ
う な内容の理解を狙いと するか。

授業での教育･学修を通じ て学生がど
のよう な学修成果の達成を目指し 、 何
を到達目標と するか。

学修の参考と なる重要なキー
ワード など

身体・ 心理・ 栄
養・ 技術・ 戦術
に関する幅広い
教養を身に付け
ている。

スポーツおよび
健康を自然現象
の原理原則を実
生活に応用する
立場から 科学的
に理解し てい
る。

スポーツ・ 体
育・ 健康に関す
るデータ を収
集、 分析し て、
スポーツ行動や
健康行動を科学
的に理解し 、 問
題解決を図るこ
と ができ る。

スポーツ・ 体
育・ 健康に関す
る知識やスキル
を専門的かつ合
理的に活用し 、
社会貢献するた
めに必要なコ
ミ ュ ニケーショ
ン能力や行動力
を身につけてい
る。

高度なスポーツ
技能や多様なレ
ベルに対応でき
る指導方法を身
に付け、 様々な
専門家と 協働し
てアスリ ート の
支援ができ る。

スポーツのパ
フ ォ ーマンスの
向上を目指し な
がら 、 アスリ ー
ト やスポーツ・
運動のエキス
パート と し て求
めら れる高い倫
理観や創造的態
度・ 論理的思考
力を有し 、 グ
ローバルな視点
から 活躍でき
る。

T-EDU108 T 100 講義 4
「 教育と は何か」 に視点を置き なが
ら 、 教育の理念、 思想、 歴史等につい
て基礎的な知識を網羅的に学修する。

１ ． 教育の理念や目的を理解し てい
る。 ２ ． 教育の歴史や思想を理解し て
いる。 ３ ． 学校教育や社会教育等に関
する基本的事項を理解でき る。

教育の理念、 教育の目的、 教
育の思想、 教育の歴史、 学校
制度、 生涯学習

○ 〇 ◎

T-EDU109 T 100 講義 2

教育相談を心理臨床学の視点から と ら
え、 基本的な理論及びその実際を学修
するために、 多く の事例を取り 上げる
学修する。

実践的かつ理論的な対応法は、 基礎
的・ 体系的な知識を欠く こ と が出来な
いので、 心理臨床学に裏打ちさ れた教
育相談の基本を体系的に修得でき る。

教育相談、 こ こ ろ の構造、 い
じ め、 アセスメ ント 、 カ ウン
セリ ング、 こ こ ろ の病理、 発
達失調、 登校拒否

〇 〇 ○ ◎

M-SWS101 M 100 講義 4

子どもや高齢者、障害のある人などすべ
ての人たちの尊厳が守られ、安心して生
活できる地域や社会の創造に向けて社
会福祉の果たす機能や役割など、基本
的な知識を学修する。

社会福祉の概念や定義を理解する。そ
の上で、社会福祉の様々な分野や関連
す施策、制度、サービスについて理解を
深めることができる。

社会福祉の概念、歴史的展開、
権利擁護、社会福祉の理論、社
会政策の基本的な視点、福祉
サービスの供給と利用の過程

〇 〇 〇 ◎

M-SWS222 M 200 講義 4

子どもや家庭を取りまく地域や社会の現
状を理解し、子どもが健やかに育ち、そ
の尊厳と権利が守られる社会の実現に
向けた子ども家庭福祉の全体を学修す
る。

子どもや家庭を取り巻く社会環境や、現
代社会の子ども・子育て・子育ちへの影
響を理解できる。その上で、子ども・家庭
への支援や施策、法制度などについて理
解できる。

子どもの権利、子どもと家庭・地
域、子ども・子育て支援の諸施
策、児童虐待防止、社会的擁
護、制度・サービス

◎ ○

M-SOC311 M 300 講義 4
医療の社会的役割や影響力、またその
受容について、さまざまな角度からクリ
ティカルに考えていく。

医療社会論において論じられている具体
的事柄について考えるための方法とスキ
ルを身につける。

医療社会論、健康と病の経験、
病人役割、感染症と社会的排
除、優生思想、専門家支配

◎ 〇

T-EDU110 T 100 講義 4
教育場面に関わる心理学と し て４ つの
柱（ 発達、 学習、 測定・ 評価、 人格・
臨床） を中心に学ぶ。 教職必修科目。

子ども や保護者の心理、 学習や記憶の
し く みを理解し 、 どのよう に教育評価
を行っ たり 、 生徒に接するべき かにつ
いて理解を深めるこ と ができ る。

生涯発達、 学習・ 記憶、 教育
評価、 知能指数、 発達障害、
カ ウンセリ ングマイ ンド

〇 ◎

T-PSY101 T 100 講義 4
乳幼児期から 老年期のこ こ ろ と 身体の
発達、 各時期で遭遇する問題と それら
への対処法を学ぶ。

人間発達の特殊性と 、 乳幼児期から 老
年期の各段階ごと の発達課題と 生じ や
すい問題， 病理の特徴を理解でき る。

生涯発達、 家族関係、 アタ ッ
チメ ント 、 認知発達、 発達障
害、 介護、 虐待

◎ ○

M-PSY207 M 200 講義 4
対人場面における人間の心理行動を社
会心理学の諸理論から学修する。

対人場面における人間の心理行動を社
会心理学的見地から理解するとともに、
社会心理学の諸理論に対する理解を深
めることができる。

思考力、知識の理解、専門知
識、基礎的学修、当該領域への
関心、批判的思考力、自律性

◎ ○

M-PSY202 M 200 講義 4
多様な社会場面における人間の心理行
動を社会心理学の諸理論から学修する。

多様な社会場面における人間の心理行
動を社会心理学的見地から理解するとと
もに、社会心理学の諸理論に対する理解
を深めることができる。

思考力、知識の理解、専門知
識、基礎的学修、当該領域への
関心、批判的思考力、自律性

◎ ○

M-SOC209 M 200 講義 4

スポーツを一つの文化と し て捉え、 そ
れが近現代社会のなかでどのよう な歴
史を経て人びと に受け容れら れてき た
かを理解し 、 そこ から 自分の言葉で今
後のスポーツのあり 方を考えていく こ
と ができ るよう になる。

近現代社会において、 スポーツがいつ
頃から いかに受容さ れたのか、 その過
程でどのよう な軋轢や抵抗、 また進歩
や発展が示さ れたのか、 従来から ある
価値意識と どのよう に融合し てスポー
ツが展開し てき たのかを理解し 、 それ
を踏まえて、 将来のスポーツのあり 方
を自分で考えら れるよう になる。

スポーツ、遊び、祝祭。歴史、日
本近代史、日本現代史、社会
史、近代化。社会変動、社会構
造、文化、規範、価値意識。

○ ◎

M-HES112 M 100 講義 2

学校教育における体育・ 運動、 競技ス
ポーツやレク リ エーショ ンと し てのス
ポーツ、 健康・ 医療領域での運動やス
ポーツ、 および日常生活での運動行動
などについて心理学的観点から 学修す
る。

スポーツの心理面への影響、 運動学習
のメ カ ニズム、 運動による健康の増
進、 競技者の心理などの理解を通し
て、 心理学的観点から スポーツをより
深く 理解でき るよう になる。

運動と 知覚、 運動の学習と 指
導、 スポーツと 動機づけ、 ス
ポーツの社会心理、 運動行動
の変容、 競技心理、 メ ンタ ル
ト レーニング、 スポーツ臨床

◎ ◎ 〇 〇

M-HES240 M 200 講義 2

スポーツと 発達、 スポーツと 「 やる
気」 、 運動行動の促進、 スポーツ選手
のバーンアウト 、 スポーツ傷害におけ
る心理サポート 、 運動部活動における
不適応等、 身体運動やスポーツと 心理
の関連について幅広く 取り 上げて学修
する

スポーツの心理学的な理解を通じ て、
スポーツの実践者と し て、 あるいは指
導者と し て、 より 効果的にスポーツ活
動を展開し たり 、 支援するこ と ができ
る素地をつく る。

運動学習、 スポーツと 発達、
モチベーショ ン、 運動による
健康の増進、 心理サポート

〇 ◎ ◎ 〇

M-HES227 M 200 講義 2

国際スポーツ・ アド ミ ニスト レータ ー
の育成に向けて、 スポーツ・ アド ミ ニ
スト レーショ ンの視点から 基礎的な知
識について学修する。

スポーツ外傷と スポーツ障害の予防
法、 指導者育成、 イ ベント の企画運営
能力など、 「 スポーツ・ アド ミ ニスト
レーショ ン」 に関する基本的な知識に
ついて理解でき る。

スポーツ・ アド ミ ニスト レー
ショ ン、 国際スポーツイ ベン
ト 、 スポーツ医科学、 指導者

〇 〇 ◎ 〇

M-HES347 M 300 講義 2

「 スポーツ・ アド ミ ニスト レーショ ン
入門」 、 「 Engl i sh compr ehensi onⅡ
およびCommnuni cat i on Basi c Ⅱ」 で
得た知識を基に、 「 仮想イ ベント 」 を
実施するこ と で、 将来スポーツ・ アド
ミ ニスト レータ ーと なるべく 学修す
る。

スポーツイ ベント を実施するための基
礎的知識・ 能力と し て、 ①スポーツイ
ベント の理解、 ②イ ベント のニーズに
即し たイ ベント の企画と 準備を身につ
け、 さ ら にそれを実施し た後に、 適切
に評価し 改善するこ と が出来るよう 能
力を身に着ける。

スポーツ・ アド ミ ニスト レー
タ ー、 スポーツイ ベント 、 大
学スポーツ振興の推進事業、
UNI VAS

〇 ◎ 〇 〇

M-HES346 M 300 講義 2

スポーツ産業は用品、 施設、 スポーツ
ク ラ ブ、 プロスポーツ、 メ ディ アなど
多岐にわたる。 スポーツ用品産業（ 事
業戦略、 マーケティ ング、 生産、 販売
促進、 営業（ 販売） 活動） における基
本的な流れを学ぶ。 さ ら に、 スポーツ
ク ラ ブ経営、 スポーツマネジメ ント 、
スポーツメ ディ ア、 アスリ ート のセカ
ンド キャ リ ア等についても 学ぶ。 な
お、 本授業はミ ズノ 株式会社の各部門
の担当者と スポーツビジネスに携わる
関係者の事例を踏まえた講義を行う 。

スポーツ産業における基本的な流れを
学ぶこ と でスポーツの職業領域を理解
するこ と ができ る。

CSR、 開発、 スポーツ施設、
経営、 SDGｓ 、 アパレル、 広
報、 プロモーショ ン

〇 〇 ◎ 〇

M-HES247 M 200 講義 2
ウエルネスプログラ ムにより 自己の変
革の方法を学修し 、 生活の質（ QOL）
の向上を追求する。

１ ． ウエルネスの理論に基づき 、 科学
的な情報を適切に咀嚼し 、 望まし い生
き 方、 生活習慣に修正し ていく 積極的
な姿勢を持つこ と ができ る。
２ ． 身体に高い関心を持ち、 より 客観
的に自分の日常生活を評価（ 現在の自
分の状態に気づき ） 、 見直し ができ
る。
３ ． 生涯スポーツと ヘルスプロモー
ショ ンについて学び、 地域社会に貢献
でき る能力を身につける。 　
　  
  
  
  

ウェ ルネス、 健康、 より よく
生き る、 ウエイ ト コ ント ロー
ル、 身体活動、 休養、 ラ イ フ
プラ ンニング

◎ 〇 〇 ○

M-SOC320 M 300 講義 2

スポーツと 地域の関係性を、 振興と 地
域づく り の観点から 理解し 、 スポーツ
による地域づく り の種類と 方法、 現状
と 課題を学ぶ。

地域と スポーツの関係が深まっ てき た
背景、 その地域づく り の方法、 効果、
課題を理解し 、 地域づく り について意
見を持ち実際的な企画をたてら れる。

スポーツと 地域の結びつき 、
スポーツイ ベント 、 スポーツ
と まちづく り 、 地域のク ラ ブ
と まちづく り

〇 ◎ 〇

M-HES358 M 300 講義 2

本講義では、多様な障がいを持つ人たち
によって行われているパラスポーツの実
態について学ぶ。また、障がい者のス
ポーツ活動に伴う様々な問題点をスポー
ツの特性と社会的な視点を絡めて考察す
る。さらに複数のパラスポーツを実際に
体験することを通じて理解を深め、障が
いを持つ人のスポーツ活動を指導、支援
する資質を習得することを目的とする。
※担当教員は身体障害者のリハビリ
テーションセンターと精神科病院の双方
で、運動療法やレクリエーション指導の
経験を持つ。その実務経験で得た知見を
もとに障害を持つ人の多様性や実態を紹
介
することで学生諸君の理解を深めたい。

・ 様々な障がいの種類と 、 スポーツ活
動実践に伴う 課題を理解する。
・ パラ スポーツに関わる問題を社会的
な視点から 説明でき る。
・ 障がいの特性に応じ て考案さ れたス
ポーツのルールと 、 その基本的な考え
方を説明でき る。
・ パラ スポーツの実践を通じ 、 障がい
を持つ人と 共にスポーツを行なえる資
質を養う 。

障がい者スポーツ
ノ ーマラ イ ゼーショ ン、 多様
性
パラ スポーツ実習

〇 〇

M-OAR314 M 300 講義 2
学部の判断で様々な内容に関する講義
主題を選び、 多様で幅広い観点から 学
ぶ（ 15回相当の授業） 。

講義主題について学んだこ と を理解
し 、 要点をまと め、 発信でき る

主題別 ◎ 〇 〇 〇

M-OAR315 M 300 講義 4
学部の判断で様々な内容に関する講義
主題を選び、 多様で幅広い観点から 学
ぶ（ 30回相当の授業） 。

講義主題について学んだこ と を理解
し 、 要点をまと め、 発信でき る

主題別 ◎ 〇 〇 〇

教
職
系

M-EDU206 M 200 講義 2

教員免許状（ 保健体育科） 取得を目指
す学生を対象と し 、 授業者および学修
者の両視点から 実技授業を作っ て、 教
えて、 学ぶ。

次ができ るよう になる。 指導イ メ ージ
を身に付ける。 自己の指導上の課題を
発見する。 自己の役割や責任を果た
し 、 グループで合意形成を図り ながら
協力し て進める。

保健体育教師、 資質能力、 よ
い指導、 グループワーク 、 ア
ク ティ ブラ ーニング

○ ○ ◎

M-HES219 M 200 講義 2

「 体育と は何か」 および「 スポーツと
は何か」 と いう 根本問題を、 哲学的立
場から 明ら かにするための学修を行
う 。

前半は体育の人間存在にと っ ての本質
的役割を、 後半はスポーツの「 文化
性」 を理解し 、 多様な文化的・ 社会的
可能性、 現代的問題点を把握でき る。

体育概念、 関係性、 重層性、
超越性、 文化論、 スポーツ構
造論

◎ ○ ○ ○

M-HES220 M 200 講義 2
近代を中心に体育・ スポーツ史上の主
要な出来事や人物を取り 上げ時代的、
地域的な特徴を学修する。

歴史上の主要な出来事や人物について
理解でき る。 それら を踏まえ、 現代の
体育・ スポーツの諸問題について考察
でき る。

国民国家、 近代体育、 学校体
育、 近代スポーツ、 戦時体制
化の体育・ スポーツ

◎ ○ ○ ○
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科目コ ード /
ナンバー

科目
種別

単位

1． 科目の目的 2． 科目の到達目標 3． キーワード
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授業科目名
ナンバ
リ ング

社会心理学

スポーツ の歴史と 文化

スポーツ 心理学Ⅰ

スポーツ 心理学Ⅱ

スポーツ ・ アド ミ ニスト レ ーショ ン 入門

子ども家庭福祉

医療社会論

教育心理学

発達心理学

対人関係論

人間社会学部特殊講義 A

人間社会学部特殊講義 B

身体づく り 運動（ 保体教職）

スポーツ 哲学

体育史

スポーツ・ アド ミ ニスト レーショ ン

スポーツ 産業論

ウェ ルネス＆スポーツ

コ ミ ュ ニティ スポーツ 論

パラ スポーツ 論

学
科
間
共
通
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目
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育
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祉
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理

ス
ポ
ー

ツ
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ャ
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ア
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スポーツ行動や
健康行動を科学
的に理解し 、 問
題解決を図るこ
と ができ る。

スポーツ・ 体
育・ 健康に関す
る知識やスキル
を専門的かつ合
理的に活用し 、
社会貢献するた
めに必要なコ
ミ ュ ニケーショ
ン能力や行動力
を身につけてい
る。

高度なスポーツ
技能や多様なレ
ベルに対応でき
る指導方法を身
に付け、 様々な
専門家と 協働し
てアスリ ート の
支援ができ る。

スポーツのパ
フ ォ ーマンスの
向上を目指し な
がら 、 アスリ ー
ト やスポーツ・
運動のエキス
パート と し て求
めら れる高い倫
理観や創造的態
度・ 論理的思考
力を有し 、 グ
ローバルな視点
から 活躍でき
る。

4． ディ プロマポリ シー

科目コ ード /
ナンバー

科目
種別

単位

1． 科目の目的 2． 科目の到達目標 3． キーワード

授業科目
区分

授業科目名
ナンバ
リ ング

M-HES213 M 200 講義 2
試合やト レーニングで活躍するため
に、 専門家のオムニバスの講義から 技
術や戦術・ 戦略を学修する。

様々な競技種目の①構造や現状の理解
②多角的な視点から の考察③活躍する
ための知識や技術の習得でき る。

競技種目・ オムニバス講義・
技術・ 戦術・ 戦略・ 構造・ 現
状

○ ◎ ◎ ○

M-HES245 M 200 講義 2

現在の運動疫学及び国の健康づく り 施
策、 運動基準や運動指針について学ん
だ後運動による生理学的変化と 運動実
施がも たら す身体組成や生化学検査に
及ぼす効果について学修する。

現在の運動疫学及び国の健康づく り 施
策、 運動基準や運動指針について学ん
だ後運動による生理学的変化と 運動実
施がも たら す身体組成や生化学検査に
及ぼす効果について習得する。

生活習慣病、 介護予防、 健康
づく り 、 メ タ ボリ ッ ク シンド
ローム、 肥満症、 高血圧、 脂
質異常症

○ ○ ○ ○

M-HES246 M 200 講義 2

生活習慣病予防と 運動による生理学的
変化と 運動実施がも たら す身体組成や
生化学検査に及ぼす効果について解説
する。 また、 運動実施による内科的障
害や外科的障害の内容と その対処法に
ついて解説する。

幅広い年代の健康づく り のための運動
の実践やハイ リ スク 者を対象と する安
全な運動指導に関する幅広い知識の理
解。 また、 生化学検査結果の見方理解
でき る。

糖尿病、 ロコ モーティ ブシン
ド ローム、 健診結果の読み
方、 内科的障害、 外科的障
害、 虚血性心疾患、 運動器退
行性疾患

○ ○ ○ ○

M-SPE309 M 300 実習 1
健康づく り のための運動に用いら れる
種目の理論に基づいたプログラ ムの作
成、 指導技術を学修する。

幅広い年代の健康づく り に関わる運動
指導者にと っ て、 運動や身体活動に関
する国の政策や理論だけでなく 、 高齢
者やハイ リ スク アプローチを対象と す
る安全な運動指導のためには、 生活習
慣病の幅広い知識が必要不可欠であ
る。 本実習では、 こ れら の基礎知識を
習得すると と も に、 運動指導の効果に
ついても 学習する。 こ れら の理論的な
背景に基づき 、 健康運動指導士と し て
指導技術を実践でき る能力を養成す
る。

ウォ ーミ ングアッ プ、 ク ーリ
ングダウン、 スト レッ チン
グ、 ウォ ーキング、 ジョ ギン
グ、 理論に基づいた運動プロ
グラ ムの作成

◎ ○ ○ ○

M-SPE218 M 200 実技 2
エアロビッ ク ダンスのク ラ スで行う 基
本的な指導技術を学修し 、 指導でき る
よう にする。

健康体力づく り 及びスポーツ能力向上
を、 エアロビク ス運動の理論を実践的
に理解する。 エアロビッ ク ダンスのコ
ンディ ショ ニングと し て用いら れてい
るレジスタ ンスト レーニング（ 自重負
荷） と スト レッ チングの名称と 動き 方
を理解し 、 正確に実演でき るよう に運
動技能を養成する。 また、 実技指導の
技術について学び、 指導力を身につけ
る。

レジスタ ンスト レーニング、
スト レッ チング、 自ら 手本を
みせる、 キュ ーイ ング、 指導
技術

〇 〇 ◎

M-SPE308 M 300 実技 2
エアロビッ ク ダンスのク ラ スで行う 基
本的な指導技術を学修し 、 指導でき る
よう にする。

健康体力づく り 及びスポーツ能力向上
を、 エアロビク ス運動の理論を実践的
に理解する。 エアロビッ ク ダンスの基
本的ステッ プ名称と 動き 方を理解し 、
正確に実演でき るよう に運動技能を養

エアロビッ ク ダンス、 自ら 手
本をみせる、 キュ ーイ ング、
指導技術

〇 〇 ◎

M-HES109 M 100 講義 2

健康の保持・ 増進、 リ ハビリ テーショ
ンおよび競技スポーツのためのト レー
ニングについて、 その目的・ 方法およ
び効果を、 運動ト レーニングの科学的
基礎にも と づいて学修する。

健康の保持・ 増進、 リ ハビリ テーショ
ンおよび競技スポーツのためのト レー
ニングについて、 その目的・ 方法およ
び効果を、 運動ト レーニングの科学的
基礎にも と づいて説明でき る。

運動、 スポーツ、 ト レーニン
グ、 健康、 運動プログラ ム

◎ 〇 〇

M-HES236 M 200 講義 2

健康の保持・ 増進、 リ ハビリ テーショ
ンおよび競技スポーツのためのト レー
ニングについて、 ト レーニング効果を
高めるためのコ ンデイ ショ ニングおよ
びト レーニングに関係する最近のト
ピッ ク を理解する。 また、 安全性と 効
率性をも っ た適正なト レーニングの選
択や運動プログラ ムについて学修す
る。

健康の保持・ 増進、 リ ハビリ テーショ
ンおよび競技スポーツのためのト レー
ニングについて、 ト レーニング効果を
高めるためのコ ンデイ ショ ニングおよ
びト レーニングに関係する最近のト
ピッ ク を説明でき る。 また、 安全性と
効率性をも っ た適正なト レーニングの
選択や運動プログラ ムについても 説明
でき る。

運動、 スポーツ、 ト レーニン
グ、 健康、 運動プログラ ム

◎ 〇 〇

M-HES110 M 100 講義 2
ヒ ト の筋骨格系、 脳神経系、 呼吸循環
系の形態や構造を学び、 正常な人体の
構造について学修する。

筋骨格系、 脳神経系、 呼吸循環系に関
する人体の基本的な構造について説明
でき る。

人体の構造・ 形態、 筋肉、
骨、 脳と 神経、 肺、 心臓と 血
管系

◎ ◎ 〇

M-HES111 M 100 講義 2
ヒ ト の細胞や組織、 筋や脳神経等の各
器官の役割や機能を学び、 健康な人体
の生理機能について学修する。

細胞や組織、 筋や脳神経等の各器官に
関する人体の基本的な生理機能につい
て説明でき る。

人体の機能・ 役割、 細胞、 ホ
メ オスタ シス、 代謝、 神経と
筋、 感覚、 呼吸循環、 消化吸
収

◎ ◎ 〇

M-HES223 M 200 講義 2
心理スキルト レーニングの方法につい
て、 学術的背景や基礎的用法の知識や
理解を深めるための学修をする。

メ ンタ ルト レーニングの必要性や実際
のメ ンタ ルト レーニングの展開、 具体
的な心理的スキルト レーニングの技法
について理解でき る。

競技力の向上、 メ ンタ ルト
レーニングの技法の基礎、 メ
ンタ ルト レーニングの展開

◎ ◎ 〇 〇

M-HES243 M 200 講義 2

スポーツ選手のト レーニング指導に必
要な理論や実践的な方法についての基
本的事項を理解するこ と を目的と し ま
す。

履修者はスポーツパフ ォ ーマンスを向
上さ せるための基本的な運動プログラ
ムについて理解し 、 その作成ができ る
よう になる

ウェ イ ト ト レーニング、 筋
力、 スピード 、 パワー、 可動
域、 持久力

◎ 〇 〇

M-HES244 M 200 講義 2

スポーツト レーニング論Ⅰで学んだ基
礎を発展さ せ、 各種競技スポーツにお
ける特性を考慮し て、 競技スポーツパ
フ ォ ーマンスを向上さ せるために必要
な専門的なト レーニング方法の理論と
実践的な進め方を学びます。

履修者は各種競技スポーツ種目におけ
る体力の特性や年齢特性について理解
し 、 その競技や年齢に応じ たト レーニ
ングプログラ ムを作成でき るよう にな
る。

競技特性、 ピーキング、 ジュ
ニア、 アスレティ ッ ク ト レー
ニング

◎ 〇 ◎

M-HES334 M 300 演習 2

心理スキルのエク ササイ ズやグループ
ワーク の実践を通じ て、 体験的にメ ン
タ ルト レーニングへの理解を深め、 実
践力を付けるための学修を行う 。

競技者と し てメ ンタ ルト レーニングを
実践でき るよう になる。 また、 指導者
と し て選手の心理的な課題に応じ たメ
ンタ ルト レーニングを指導でき る。

心理スキルト レーニング、 メ
ンタ ルト レーニングプログラ
ムの立案と 実施、 実践報告

〇 〇 ◎ ◎

M-HES354 M 300 講義 2

目的に応じ たコ ンディ ショ ニングプロ
グラ ムを作成、 実践するこ と を通じ
て、 指導に必要な実践能力を養成する
ための学修をする。

・ 基本的なエク ササイ ズの指導ができ
る。
・ 各目的に対応し たプログラ ムを作成
でき る。

プログラ ムデザイ ン、 エク サ
サイ ズの実践、 エク ササイ ズ
の指導、 競技特性、 測定評価

〇 〇 〇 ◎

M-HES304 M 300 講義 4
社会や環境と ヒ ト の健康の保持増進と
の関わり について学修する。

身近な環境問題と 健康、 生活習慣病や
高齢者問題、 人口問題と 医療費、 学校
や地域、 職域における健康づく り の現
状について理解でき る。

健康、 環境、 社会、 人口、 医
療、 保健

〇 ◎

M-HES357 M 300 講義 2
健康管理に関する基盤的・ 基礎的な理
論・ 方法等を修得し 、 実践的活用に資
する能力を培う 。

・ 健康概念、 ヘルスプロモーショ ン、
健康づく り 施策等、 健康管理の基盤的
理論・ 枠組みについて学修する。
・ 栄養、 運動、 生活習慣病等、 健康管
理に必要な基礎的内容・ 方法について
学修する。
・ 健康管理の基盤的・ 基礎的な学修を
踏まえ、 地域・ 学域・ 職域での健康管
理の実践的活用に資する能力を培う 。

健康概念、 ヘルスプロモー
ショ ン、 健康づく り 、 健康成
立要件、 危険因子

◎ 〇

M-HES326 M 300 講義 2
スポーツを通じ た国際競技力の向上，
健康増進や国際交流の拡充， 地域・ 経
済の活性化等について学ぶ。

スポーツ政策の科学的研究及び提言等
について、 重要な論点を考察し 、 各自
の意見を述べるこ と ができ る。

スポーツ振興政策、 競技ス
ポーツと 国際競技力向上、 海
外のスポーツ政策、 事故と リ
スク マネジメ ント

〇 ◎ 〇 〇

M-SPE302 M 300 実習 1
高齢者の体力測定と 評価、 介護予防・
運動や生活習慣病の適切な運動療法を
学ぶ。

高齢者やハイ リ スク 者を対象と し た安
全で効果的な運動指導の補助ができ
る。

高齢者、 ハイ リ スク 者、 介護
予防、 生活習慣病、 運動療
法、 高齢者の体力測定と 評
価、 介護予防に関する体力測
定と 評価

◎ 〇 ◎ 〇

M-HES353 M 300 実習 2

運動を安全かつ効果的に行う ために、
運動実施による生理学的変化と 運動実
施による身体組成や生化学検査への影
響を学習する。

実習を通し て運動による生態学的変化
について理解し 、 実践に活用でき る。

スポーツ、 医学、 運動負荷試
験、 救急蘇生、 外科的処置

◎ ◎ 〇 〇

M-SPE402 M 400 実技 2
エアロビク スのク ラ スで行う 基本的な
指導技術を学習し 、 指導でき るよう に
する。

エアロビッ ク ダンスやコ ンディ ショ ニ
ングト レーニングの動き を洗練し 、 か
つわかり やすく 指導でき る。

エアロビッ ク ダンス、 レジス
タ ンスト レーニング、 スト
レッ チング、 自ら 手本をみせ
る、 キュ ーイ ング、 指導技術
の向上

〇 ◎ 〇 ◎

M-HES238 M 200 講義 2

健康行動、 心身相関現象、 スト レスマ
ネージメ ント 、 ラ イ フ スタ イ ルおよび
パーソ ナリ ティ 特性と 健康と の関連を
学修する。

自ら の健康を向上さ せるこ と ができ る
よう になり 、 さ ら に家庭、 地域、 学
校、 職場の健康増進に貢献でき る能力
や態度を養う こ と ができ る。

健康行動、 心身相関現象、 ス
ト レスマネージメ ント 、 ラ イ
フ スタ イ ル、 パーソ ナリ ティ
特性

◎ 〇 ◎ 〇

M-HES237 M 200 講義 2

日本人の健康と 栄養状態の歴史を振り
返り ながら 、 栄養や食生活と 健康の関
わり について学修する。 加えて正し く
栄養情報を使える能力「 健康栄養リ テ
ラ シー」 について学ぶ。 さ ら に、 栄養
素、 食品、 料理などの基本的な知識、
健康的な食生活を行う ための具体的な
食事法、 サプリ メ ント の扱い方などを
学んだう えで、 自分自身の食生活を振
り 返る。

１ ） ヒ ト の健康と 食生活が深く 関わっ
ているこ と を理解し 、 食に関わる適切
な情報を正し く 選択・ 利用でき る。
２ ） 栄養素、 食品、 料理などの基礎的
な知識を修得し 、 健康を考えた適切な
量、 栄養バラ ンス、 食べ方を理解し 、
実践でき る。
３ ） 自分自身の食生活を評価でき る。

食生活と 健康、 健康栄養リ テ
ラ シー、 保健機能食・ サプリ
メ ント 、 栄養アセスメ ント

〇 ◎ ◎

M-HES349 M 300 講義 2

幅広い側面から 「 食」 を捉え、 健康と
の関係を探り 、 学びを深める。 食文化
やおいし さ 、 環境と 食生活、 生産・ 流
通・ 消費、 食の安全・ 安心、 青少年か
ら 高齢者までのラ イ フ ステージごと の
食事・ 栄養の問題、 そし て、 未来の食
など、 食をと り まく 様々な事柄につい
て広く 学び、 健康に生き るこ と の大切
さ を理解する。

１ ） 私たちの食生活や健康は、 文化、
社会、 環境と の関わり が深く 、 多く の
人々や法律、 規則、 システムのう えに
成り 立っ ているこ と を理解し 、 日々の
食事を大切に考え、 実践でき る。
２ ） ラ イ フ ステージに応じ た栄養上の
問題点を理解し 、 健康維持のための適
切な食生活を実践でき る。

食文化、 食と 環境、 生産・ 流
通・ 加工・ 消費、 安全・ 安
心、 ラ イ フ ステージ別栄養マ
ネジメ ント

〇 ◎ ◎

エアロ ビ ク スⅡ

運動ト レ ーニン グ基礎理論Ⅰ

運動ト レ ーニン グ基礎理論Ⅱ

解剖学

生理学

スポーツ 技術・ 戦術論

応用スポーツ 医学ⅠA

応用スポーツ 医学ⅠB

健康運動実習Ⅰ

エアロ ビ ク スⅠ

衛生・ 公衆衛生学

健康管理論

スポーツ 政策

健康運動実習Ⅱ

応用スポーツ医学Ⅱ（ 含実習）

メ ン タ ルト レ ーニン グ論

スポーツ ト レ ーニン グ論Ⅰ

スポーツ ト レ ーニン グ論Ⅱ

メ ン タ ルト レ ーニン グ演習

コ ン ディ ショ ニン グ演習

エアロ ビ ク スⅢ

健康心理学

健康栄養学Ⅰ

健康栄養学Ⅱ

ス
ポ
ー

ツ
理
論
専
門
科
目
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DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し 、 どのよ
う な内容の理解を狙いと するか。

授業での教育･学修を通じ て学生がど
のよう な学修成果の達成を目指し 、 何
を到達目標と するか。

学修の参考と なる重要なキー
ワード など

身体・ 心理・ 栄
養・ 技術・ 戦術
に関する幅広い
教養を身に付け
ている。

スポーツおよび
健康を自然現象
の原理原則を実
生活に応用する
立場から 科学的
に理解し てい
る。

スポーツ・ 体
育・ 健康に関す
るデータ を収
集、 分析し て、
スポーツ行動や
健康行動を科学
的に理解し 、 問
題解決を図るこ
と ができ る。

スポーツ・ 体
育・ 健康に関す
る知識やスキル
を専門的かつ合
理的に活用し 、
社会貢献するた
めに必要なコ
ミ ュ ニケーショ
ン能力や行動力
を身につけてい
る。

高度なスポーツ
技能や多様なレ
ベルに対応でき
る指導方法を身
に付け、 様々な
専門家と 協働し
てアスリ ート の
支援ができ る。

スポーツのパ
フ ォ ーマンスの
向上を目指し な
がら 、 アスリ ー
ト やスポーツ・
運動のエキス
パート と し て求
めら れる高い倫
理観や創造的態
度・ 論理的思考
力を有し 、 グ
ローバルな視点
から 活躍でき
る。

4． ディ プロマポリ シー

科目コ ード /
ナンバー

科目
種別

単位

1． 科目の目的 2． 科目の到達目標 3． キーワード

授業科目
区分

授業科目名
ナンバ
リ ング

M-ENG302 M 300 講義 4
スポーツと 言う 世界共通のエンタ ーテ
イ メ ント プログラ ムを教材にし て親し
みやすく 分かり 易い英語学習をする。

スポーツ関連の英文の読解、 発話の練
習、 映像・ 音声等を教材にし て、 海外
で活躍するこ と を目指す選手が身につ
けておく べき 英語力を涵養でき る。

スポーツ英語、 英文読解、 発
話、 内容についての議論

◎ ○

M-EDU302 M 300 講義 4

教員免許状（ 保健体育科） 取得を目指
す学生の必修科目であり 、 学校保健活
動に関する基礎的事項やマネジメ ント
などについて学ぶ。

内容理解、 関連資料の活用、 グループ
ワーク での発言や進行、 教育実習等や
実際の学校現場において、 理解し たこ
と を活用でき るレディ ネスを身に付け
る。

学校保健、 保健体育教師、 資
質能力、 健康教育、 理論と 実
践

◎ 〇

M-HES332 M 300 講義 2

スポーツ固有法およびスポーツ国際法
のスポーツ法の体系に則し ながら 、 ス
ポーツ法に関する各種関係を学修す
る。

社会制度の基礎と なっ ているスポーツ
法の基礎知識を習得、 スポーツに関す
る諸事象、 諸課題を法的側面から 理解
でき る。

スポーツ法、 法的責任、 ス
ポーツ基本法、 紛争解決制
度、 スポーツ国際法

◎ 〇 〇

M-HES325 M 300 講義 2
「 スポーツと は何か」 「 スポーツの光
と 影」 「 スポーツの真実」 を学修す
る。

マスコ ミ を目指す者だけでなく 、 ス
ポーツに関わる指導者、 教職、 商社、
公務員などを志す者が、 スポーツの魅
力を伝えら れる実践的理解を身につけ
る。

現場で起き た具体例、 指導者
の暴力、 パワーハラ スメ ント

◎ 〇 〇

M-HES322 M 300 講義 2

公共・ 民間両スポーツ施設に着目し 、
スポーツ施設での経営・ 管理の現状を
把握し 、 効果的・ 効率的ななスポーツ
施設の経営・ 管理のあり 方等について
学修する。

スポーツ施設の基本的な構造や現状を
理解し 、 スポーツ施設における現状や
課題を様々な観点から 捉え、 考察でき
る。 スポーツ施設を経営・ 管理でき う
る知識や技術を得る。 。

スポーツ施設、 みるスポー
ツ、 するスポーツ、 さ さ える
スポーツ、 スポーツビジネス
の特徴、 運営

〇 〇 ◎

M-HES409 M 400 講義 2

スポーツ外傷・ 傷害の、 定義、 分類、
傷害発生のメ カ ニズムやその診断、 予
防の理論的な背景や考え方を説明し 、
傷害のバイ オメ カ ニク スと 修復のメ カ
ニズム等を学修する。

スポーツや運動を外傷や傷害を起こ さ
ず安全に行う ために必要なスポーツ外
傷・ 傷害の予防、 救急処置および傷害
から の回復のためのリ ハビリ テーショ
ンに関する基礎知識を概ね説明でき
る。

スポーツ外傷・ 傷害の定義・
分類、 発生のメ カ ニズム、 競
技特性の関連

〇 ◎ 〇 ◎

M-HES302 M 300 講義 2

傷害を負っ た選手がスポーツ活動に復
帰するために必要な取り 組みであるア
スレティ ッ ク リ ハビリ テーショ ンにつ
いての学修をする。

スポーツ活動中に発生する主な傷害に
ついて理解でき ると と も に、 その傷害
から 復帰するために必要な治療やアス
レティ ッ ク リ ハビリ テーショ ンについ
て理解でき る。

アスリ ハの歴史、 機能解剖、
障害の発生機序、 身体各部位
の特性、 運動特性、 段階的リ
ハビリ プログラ ム

◎ 〇

M-HES301 M 300 演習 2

スポーツ選手が受傷後に行う アスレ
ティ ッ ク リ ハビリ テーショ ンについて
の知識と 技能について学習すると と も
にその実践を行う 。

安全で効率的なスポーツ復帰を支援で
き るよう に傷害の回復状態を評価する
ための手法を実践するこ と 、 及び回復
段階に応じ た適切な負荷の運動を処方
でき る能力を身につけるこ と ができ
る。

筋肉の触診、 骨の触診、 関節
可動域、 整形外科的テスト 、
筋力、 運動特性、 バラ ンス

◎ ◎ 〇

M-HES327 M 300 実習 2
スポーツ活動に伴う 呼吸器、 循環器、
筋、 脳および脊髄神経活動等の変化を
実際に測定するための学修を行う 。

運動中の人体の生理学的応答を測定し
て解析し 、 得ら れた結果に考察を加え
てレポート でき る。

呼吸、 循環、 筋、 脳、 脊髄神
経、 運動中の生理学的応答

◎ ◎ 〇 〇

M-HES314 M 300 演習 2

選手と の関係においてリ ーダーシッ プ
を発揮し 、 良好なチームビルディ ング
を行い、 モチベーショ ンを高め、 効果
的な選手育成を行う ためのコ ーチング
理論について学ぶ。

効果的なコ ーチングを可能にする、 コ
ミ ュ ニケーショ ン、 競技特性、 パ
フ ォ ーマンスの構造と 発達過程、 ト
レーニング、 コ ンディ ショ ニングなど
を理解する。

サッ カ ーコ ーチング、 コ ミ ュ
ニケーショ ン、 競技特性、 パ
フ ォ ーマンス、 ト レーニン
グ、 コ ンディ ショ ニング

〇 〇 ◎ 〇

M-HES315 M 300 演習 2

選手と の関係においてリ ーダーシッ プ
を発揮し 、 効果的な選手育成を行う た
めに、 サッ カ ーコ ーチングの具体的な
事例と と も に実践について学ぶ。

効果的なサッ カ ーコ ーチングについ
て、 具体的な事例の理解をも と に、 自
身のサッ カ ーコ ーチングを計画し 実践
でき る。

サッ カ ーコ ーチング、 コ ミ ュ
ニケーショ ン、 競技特性、 パ
フ ォ ーマンス、 ト レーニン
グ、 コ ンディ ショ ニング

〇 〇 ◎ 〇

M-HES311 M 300 演習 2

選手と の関係においてリ ーダーシッ プ
を発揮し 、 モチベーショ ンを高め、 効
果的な選手育成を行う ためのコ ーチン
グ理論について学ぶ。

効果的なコ ーチングを可能にする、 コ
ミ ュ ニケーショ ン、 競技特性、 パ
フ ォ ーマンスの構造と 発達過程、 ト
レーニング、 コ ンディ ショ ニングなど
を理解する。

ゴルフ コ ーチング、 コ ミ ュ ニ
ケーショ ン、 競技特性、 パ
フ ォ ーマンス、 ト レーニン
グ、 コ ンディ ショ ニング

〇 〇 ◎ 〇

M-HES312 M 300 演習 2

選手と の関係においてリ ーダーシッ プ
を発揮し 、 効果的な選手育成を行う た
めのゴルフ コ ーチングについて具体的
な事例と と も に実践について学ぶ。

効果的なゴルフ コ ーチングについて、
具体的な事例の理解をも と に、 自身の
ゴルフ コ ーチングを計画し 実践でき
る。

ゴルフ コ ーチング、 コ ミ ュ ニ
ケーショ ン、 競技特性、 パ
フ ォ ーマンス、 ト レーニン
グ、 コ ンディ ショ ニング

〇 〇 ◎ 〇

M-HES355 M 300 講義 2

スポーツコ ーチングと は、 パフ ォ ーマ
ンスの向上や勝利等の成果を目指し て
いる選手（ 生徒） およびチームを支援
する指導者の活動の総称である。 本講
義では、 スポーツの競技活動の一連の
プロセスでコ ーチに求めら れる課題や
知識を提示し 、 活動の様々な局面にお
けるコ ーチの役割と 指導方法について
学ぶ。 受講生には、 自身のスポーツ種
目のパフ ォ ーマンスの構造を分析し 、
さ ら に目標設定や練習方法、 練習計画
策定のためのワーク シート の作成を求
める。

・ 競技特性をスポーツパフ ォ ーマンス
の構造と 発達過程から 説明でき る 
・ 発達段階に応じ たコ ーチングの要点
を理解する
・ スポーツ活動の一連の過程における
コ ーチングの内容と 、 その対処方法を
理解でき る。

競技力の構造
発達段階に応じ た指導
目標設定
ト レーニング手段と 方法
技術・ 戦術のコ ーチング
競技場面でのコ ーチング

〇 ◎ 〇

M-HES356 M 300 講義 2

本講義ではスポーツ指導者に必要な適
性と 能力（ 思考・ 態度・ 知識・ 技能）
を総括的に学ぶ。  受講生は、 自分自
身のプレイ ヤーと し てのスポーツや競
技に対する考え方やコ ーチと の関係性
について内省
し 、 指導者と なるためにどのよう な知
識や考え方が必要であるのかを考察す
る。 さ ら には指導者と し て身につける
べき 態度や行動、 モラ ルについて理解
を促す。

・ スポーツの本質的な特性を説明でき
る
・ ハラ スメ ント などの倫理的な問題
と 、 その発生の背景を説明でき る
・ 自身のスポーツに対する欲求や価値
観を説明するこ と ができ る。
・ 選手の意欲や能力に応じ たリ ーダー
シッ プスタ イ ルの違いを説明でき る。  
・ 相互理解を深め、 建設的な関係を生
み出すコ ミ ュ ニケーショ ンスキルの要
諦を理解する。

スポーツの本質
コ ーチングの哲学
リ ーダーシッ プのスタ イ ル
コ ミ ュ ニケーショ ンスキル

〇 〇 ◎

M-HES408 M 400 実習 3
健康運動指導士と し ての職務や職業人
と し て大切なホスピタ タ リ ティ ーを学
ぶ。

健康産業施設等現場実習前（ 事前） 、
実習中（ 実施中） 、 実習後（ 事後） に
おいて必要な準備と 実践を行う 。 現場
実習を通じ て、 運動と 健康づく り の重
要性や運動に関わる指導者と し ての役
割、 授業で学んだ基礎知識が現場でど
のよう に活かさ れているのかを体験す
る。 また、 運動指導者と し て必要な基
礎力、 応用力について理解する。 ま
た、 本授業は健康づく り の現場等での
実務経験を持つ教員がその経験を活か
し 、 健康づく り の中で健康運動指導士
に求めら れる実践的、 具体的な役割、
知識、 スキルを学ぶこ と ができ る。

健康運動指導士、 イ ンタ ーン
シッ プ、 マナー、 ホスピタ リ
ティ 、 外部施設、 体験

○ ◎ ○ ◎

M-SPE217 M 200 実技 1
様々な陸上競技の種目を実際に行い、
その特性、 ルールを学習する。

陸上競技の各種目のコ ツをつかみ、 一
定の水準の記録に到達する。 また、 安
全に競技を遂行し 、 サポート する能力
を身につける　 こ と ができ る。

100ｍ走、 走高跳、 ハード
ル、 リ レー

○ ◎ ○

M-SPE206 M 200 実技 1
個人の技術練習を中心に、 そこ で習得
し た技術を試合の中で発揮でき るよう
にする学習を行う 。

個人技術を向上さ せると と も に、 チー
ムスポーツと し てのサッ カ ーの技術や
戦術を習得でき る。

サッ カ ー技術・ 戦術・ 戦略・
チームスポーツ・ 試合

◎ 〇 〇 〇

M-SPE207 M 200 実技 1
個人から 、 グループ戦術へと 発展さ
せ、 グループでの攻撃と 守備を学ぶ。

攻撃で数的優位を作り ゴールを奪い、
守備は相手にスペースを与えずボール
を奪えるよう になる。

サッ カ ー・ 個人技術・ グルー
プ戦術・ 攻撃・ 守備・ 戦略

◎ 〇 〇 〇

M-SPE211 M 200 実技 1
教育現場でダンスの授業を指導でき る
よう に、 いろ いろ なジャ ンルに合わせ
たダンスの基礎、 表現方法を学ぶ。

教育現場で体育の指導者と し て生徒の
前で踊っ て見せら れるく ら いまでの基
礎的技術を体得でき る。

リ ラ ク ゼーショ ン、 リ ズム練
習、 ステッ プ、 身体表現、 動
き のバリ エーショ ン、 創作ダ
ンス

◎

M-SPE204 M 200 実技 1

マッ ト 、 鉄棒、 と び箱の各運動の基本
的な技の習得を目指し 、 段階的指導方
法や練習方法を理解し 、 実践するため
の学習を行う 。

運動構造を理解・ 実践し 、 指導でき る
域に達するこ と が必要である。 同時
に、 授業の進め方、 展開方法をも 習得
でき る。

マッ ト 運動、 鉄棒、 跳び箱、 　
　 　 　 　 　 　 　 回転感覚、 空
間認知能力、 逆さ 感覚、 巧緻
性、 身体認識力

○ ○ ◎ ○

M-SPE213 M 200 実技 1

バスケッ ト ボールの技術構造やルール
を理解し 、 集団的技能や個人的技能を
獲得し 、 基礎的なゲーム展開の方法を
実習する。

技術の構造と ルールの理解、 集団技能
や個人技能の実践、 フ ァ ンダメ ンタ ル
の実践と 理解、 ボールゲーム、 チーム
スポーツの理解ができ る。

チームスポーツ、 ボールゲー
ム、 技術構造、 ルール、 個人
戦術、 集団戦術

◎ 〇 〇 〇

M-SPE214 M 200 実技 1

個人の基本的技能を身につける。 ルー
ルの理解、 協調性を養う 、 バレーボー
ルの特性や楽し さ を体験するための学
修を行う 。

生涯スポーツの基盤づく り 、 スポーツ
の意義の認識、 目標や課題の設定、
ルールの理解およびゲーム方法の工
夫、 スポーツの楽し さ を体得し 、 基本
的技術の獲得でき る。

バレーボールの特性・ 楽し
さ 、 技能、 ルール、 ゲームの
工夫、 生涯スポーツ

◎ 〇 〇 〇

M-SPE210 M 200 実技 1
投・ 打・ 走・ 捕など、 基本的な技術や
戦術について学修をする。

基本的な技術や戦術を学び、 それら を
習得する練習の具体的な方法論を学習
し て実践でき るよう にする。

技術・ 精神・ 判断・ 攻撃・ 戦
略・ 知識

◎ 〇 〇 〇

M-SPE205 M 200 実技 1

ゴルフ と いう スポーツの技術的な側面
を基本から 学ぶと と も に、 プレーをす
るう えでのマナーに関し ても 、 指導す
る。

ショ ッ ト やパッ ティ ングなど、 多岐に
わたるゴルフ の基本を習得し 、 実際に
ゴルフ コ ースでプレーでき るまでのレ
ベルの獲得を目指す。

エチケッ ト 、 ゴルフ ク ラ ブ、
ショ ッ ト 、 パッ ティ ング

○ ◎ ○

M-SPE208 M 200 実技 1
初めて柔道を学ぶ中・ 高校生に対す
る、 受け身、 組み方、 体さ ばき などの
指導法を修得するための学習をする。

初めて柔道を学ぶ中・ 高校生に対し
て、 安全に効果的に指導するこ と がで
き るよう になる。

柔道衣の着方、 礼法、 受け
身、 組み方、 体さ ばき 、 投げ
技

○ ◎ ○

学校安全保健

スポーツ 法学

スポーツ ジャ ーナリ ズム

スポーツ 経営学

スポーツ 外傷・ 障害

実践スポーツ 英語

スポーツ科学実習： サッ カ ー中級

スポーツ 科学実習： ダン ス

スポーツ 科学実習： 器械体操

ゴルフ コ ーチン グ演習Ⅰ

ゴルフ コ ーチン グ演習Ⅱ

スポーツ コ ーチン グ論

スポーツ 指導論

健康産業施設等現場実習

アスレティ ッ ク リ ハビリ テーショ ン論

アスレ テ ィ ッ ク リ ハビ リ テ ーショ ン 演習

スポーツ 生理学実習

サッ カ ーコ ーチン グ演習Ⅰ

サッ カ ーコ ーチン グ演習Ⅱ

ス
ポ
ー

ツ
科
学
科
別
専
門
科
目

ス
ポ
ー

ツ
実
技
専
門
科
目

スポーツ科学実習： バスケッ ト ボール

スポーツ科学実習： バレーボール

スポーツ科学実習： ソ フ ト ボール

スポーツ科学実習： ゴルフ 初級

スポーツ 科学実習： 柔道初級

スポーツ 科学実習： 陸上競技

スポーツ科学実習： サッ カ ー初級
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DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6

講義
演習
実習
PBL
など

授業科目で何を目的に学修し 、 どのよ
う な内容の理解を狙いと するか。

授業での教育･学修を通じ て学生がど
のよう な学修成果の達成を目指し 、 何
を到達目標と するか。

学修の参考と なる重要なキー
ワード など

身体・ 心理・ 栄
養・ 技術・ 戦術
に関する幅広い
教養を身に付け
ている。

スポーツおよび
健康を自然現象
の原理原則を実
生活に応用する
立場から 科学的
に理解し てい
る。

スポーツ・ 体
育・ 健康に関す
るデータ を収
集、 分析し て、
スポーツ行動や
健康行動を科学
的に理解し 、 問
題解決を図るこ
と ができ る。

スポーツ・ 体
育・ 健康に関す
る知識やスキル
を専門的かつ合
理的に活用し 、
社会貢献するた
めに必要なコ
ミ ュ ニケーショ
ン能力や行動力
を身につけてい
る。

高度なスポーツ
技能や多様なレ
ベルに対応でき
る指導方法を身
に付け、 様々な
専門家と 協働し
てアスリ ート の
支援ができ る。

スポーツのパ
フ ォ ーマンスの
向上を目指し な
がら 、 アスリ ー
ト やスポーツ・
運動のエキス
パート と し て求
めら れる高い倫
理観や創造的態
度・ 論理的思考
力を有し 、 グ
ローバルな視点
から 活躍でき
る。

4． ディ プロマポリ シー

科目コ ード /
ナンバー

科目
種別

単位

1． 科目の目的 2． 科目の到達目標 3． キーワード

授業科目
区分

授業科目名
ナンバ
リ ング

M-SPE209 M 200 実技 1

練習方法及び指導法の習得、 泳力の向
上、 指導能力の獲得。 また健康・ 体力
づく り 、 生涯スポーツと の関連を学
ぶ。

４ 泳法の推進メ カ ニズムの理解、 泳法
の習得、 100m個人メ ド レー完泳、 指導
法と 実践的な指導能力の獲得、 水の特
性の理解、 水中での自己保全能力、 完
全管理能力を養う 。

４ 泳法と その泳力、 指導法と
指導力、 水の特性、 水の安
全、 生涯スポーツ

○ ◎ ○

M-SPE216 M 200 実技 1
お互いが気を遣い、 「 楽し むスポー
ツ」 と いう より も 「 競技スポーツ」 と
し ての学習を行う 。

ゲームに勝っ たり 技術が上手いと いう
こ と より も 、 チームメ イ ト だけではな
く 対戦相手への思いやり や助け合う 心
を養う 。

心・ 技・ 体、 公徳心 ◎ 〇 〇 〇

M-SPE212 M 200 実技 1

On Cour tの授業ではスト ローク ・ ボ
レー・ スマッ シュ ・ サーブなどの基本
的なショ ッ ト の打ち方を学ぶ。 講義で
は、 テニス用語、 スコ アーの数え方、
シングルス・ ダブルスの試合方法、 テ
ニスコ ート におけるマナー、 テニス観
戦のマナーなどを学修する。

簡単なダブルスができ る程度のテニス
技術を身につけ、 テニスのルール、 マ
ナー、 テニス界の現状・ 歴史を学び、
テニスを通し ての外交ができ 、 またテ
ニスの会話が弾む知識を得るこ と がで
き る。

基本的なショ ッ ト の打ち方,
シングルス・ ダブルスの試合
方法、 テニスコ ート における
マナー、 テニス観戦のマナー

○ ◎ ○

M-SPE303 M 300 実技 1

実際にゴルフ コ ースでプレーでき るレ
ベルから 、 さ ら に発展し てコ ースでの
レベルアッ プを図るこ と を目的と す
る。 単にプレーするのではなく 、 より
よいスコ アを念頭に置いた指導をす
る。

ショ ッ ト やパッ ト の基本から 、 実際に
コ ースで起こ り 得る状況にいかに対処
するべき かを想定し て練習する。

ショ ッ ト 、 ミ ド ルアイ アン、
ロングアイ アン、 ユーティ リ
ティ ー、 フ ェ アウエイ ウッ
ド 、 ショ ート ゲーム

○ ◎ ○

M-SPE304 M 300 実技 1
柔道初級を発展さ せて、 より 効果的な
技の連絡変化などを学ばせ、 その指導
法を身につけるための学習を行う 。

柔道初級を発展さ せて、 さ ら にレベル
の高い技術を習得し 、 それが指導でき
るよう になる。

受け身、 組み方、 体さ ばき 、
投げ技、 固め技、 押さ え技、
締め技

○ ◎ ○

M-SPE306 M 300 実技 1

「 野球初級」 での学修を基礎に、 お互
いが気を遣い、 「 楽し むスポーツ」 と
いう より も 「 競技スポーツ」 と し て一
段と 高いレベルに達するための学修を
行う 。

上級者と し てのレベルで、 ゲームの勝
敗や技術の巧拙だけでなく 、 チームメ
イ ト はも ちろ ん対戦相手に対し ても 思
いやり や助け合う 心をさ ら に充実さ せ
る。

心・ 技・ 体、 公徳心 ◎ 〇 〇 〇

M-SPE305 M 300 実技 1

上級の授業では、 スト ローク やボレー
等の技術に磨き を掛けると と も に、 シ
ングルスやダブルスの戦法を学ぶ。 ま
た、 アイ フ ォ ーメ ーショ ン、 タ イ ブ
レーク システムなどの専門用語の理解
を深め、 実際にコ ート で実習する。

生涯スポーツと し て継続でき る程度に
技術を上げる。 シングルス、 ダブルス
の試合方法を習得し 、 ト ーナメ ント を
開催する。 テニスを通し て自分を律す
るこ と を学ぶと と も に、 歴史、 ルー
ル、 マナー等、 テニスを語るこ と ので
き る知識を身につける。

コ ースの打ち分け、 ト ッ プス
ピン回転と スラ イ ス回転、 ス
ラ イ スと 同じ フ ォ ームから の
ド ロッ プショ ッ ト 、 ド ロッ プ
ボレー、 ド ラ イ ブボレー、 ダ
ブルスのポーチの練習

○ ◎ ○

スポーツ 科学実習： 野球上級

スポーツ科学実習： テニス上級

目

スポーツ 科学実習： 水泳

スポーツ 科学実習： 野球初級

スポーツ科学実習： テニス初級

スポーツ科学実習： ゴルフ 上級

スポーツ 科学実習： 柔道上級
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